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開館時間 ： 午前9時～午後5時（最終入館午後4時30分）
休  館  日  ： 会期中無休。会期後の12月1日（月）から改修工事のため休館。
入  館  料 ： 大人520円、小中学生310円、未就学児無料  ※団体20名以上2割引、障がい者手帳をお持ちの方と付き添いの方1名5割引
後　　援 ： 上毛新聞社、桐生タイムス社、朝日新聞前橋総局、毎日新聞前橋支局、読売新聞前橋支局、産経新聞前橋支局、
　　　　　 東京新聞前橋支局、時事通信社前橋支局、共同通信社前橋支局、FM GUNMA、群馬テレビ
特別協力 ： 偕成社
協　　力 ： いのちのことば社、Gakken、グロリア・アーツ
主　　催 ： 富弘美術館

＊会期中、一部展示を入れ替えます
6  3 11  302025年 月 月日（火） 日（日）

A4  チラシ表



【ジャンボフラワーをつくろう】（要入館料）
6/7（土）　①午後１時30分～　②午後2時30分～

【荒川洋フルートコンサート～想いは空をこえて～】（要入館料）
6/14（土）　午後１時30分～
演奏：フルート 荒川洋　ピアノ 真下陽子

【折り紙教室・缶バッジづくり】（要入館料）
6/21（土）・7/19（土）・8/16（土）・9/20（土）・10/18（土）・11/15（土）
午後1時30分～午後3時30分

【定期朗読会】（要入館料）
6/28（土）・7/26(土）・8/23（土）・9/27（土）・10/25（土）・11/22（土）
①午前11時～　②午後0時30分～　朗読：杲の会

【ギャラリートーク】（要入館料）
7/12（土）・8/9（土）・9/6（土）・10/4（土）・11/8（土）
午後2時～（約20分間）　当館学芸員

【クイズラリー】（要入館料）
7/12（土）～8/31（日）　午前10時～午後4時　場所：美術館周辺

【季節の朗読会】（要入館料）
7/19（土）・10/4（土）・11/29（土）　①午前11時30分～　②午後1時30分～
朗読：Lively

【花を用いて小物をつくろう】（要予約・要入館料）
9/13（土）　　①午後1時～　②午後2時30分～　講師：関口由美子

【鈴の鳴る道を歩こう】（要予約）
11/16（日）　午後1時　神戸駅集合　案内：サポーター

開催中のイベント

臨時富弘美術館のご案内

交通案内

● 北関東自動車道　太田藪塚I.C.から55分
● 関越自動車道　赤城I.C.から1時間20分
● 日光宇都宮道路　清滝I.C.から40分
● わたらせ渓谷鐡道 神戸駅下車、市営バスで10分

　事故により手足の自由を失った富弘さん。口に筆をくわえて描かれた詩画作品

は美術館に展示されるだけではなく、「花の詩画集」としてまとめられ全国各地の

書店に並び、多くの人 の々心を動かしてきました。

　2024年9月、「花の詩画集ベストコレクション  ただ一つのものを持って」（偕成社）

が出版されました。本展ではこの出版を記念して、収録された原画を展示します。生

涯にわたって５００点以上の詩画を描き続けた富弘さんの作品の中から、富弘美術

館や各地で開催される「花の詩画展」等で人気のある作品を中心に紹介します。

　また同時発売された「エッセイベストセレクション  ひと枝の花に似て」からは、

エッセイを通して富弘さんのユーモアあふれる世界を紹介します。

ほし  の とみひろ

星野  富弘

プロフィール Profile

「コスモス」（1985年） 「いのち」（1986年） 「たんぽぽ」（1990年）

1946年、群馬県勢多郡東村（現みどり市東町）に生まれ

る。群馬大学教育学部卒業後、中学校の教諭になるが、

クラブ活動の指導中に頸髄を損傷、手足の自由を失う。

入院中、口に筆をくわえて文字や絵をかきはじめる。

1982年高崎で初の「花の詩画展」を開催以降、全国各地、

また海外でも開催され、現在も続いている。1991年、群馬

県東村に富弘美術館開館。2024年4月逝去。著書多数。

　改修工事のため2025年12月から休館いたします。
　休館中は「童謡ふるさと館」にて複製画を展示する「臨時富弘美
術館」を開館します。
　カフェやミュージアムショップも規模を縮小して営業します。
期間：2025年12月1日（月）～2026年7月31日（金）（予定）
場所：童謡ふるさと館（群馬県みどり市東町座間367-1)
入館料：大人250円、小中学生150円、未就学児無料
※障がい者手帳を
お持ちの方は無料

美術館ホームページ
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